
の
深
い
逗
子
地
区
の
６
つ
の

の
深
い
逗
子
地
区
の
６
つ
の

商
店
街
が
出
店
し
た
飲
食
ブ

商
店
街
が
出
店
し
た
飲
食
ブ

ー
ス
も
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

ー
ス
も
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

　

実
行
委
の
中
心
と
な
っ
て

　

実
行
委
の
中
心
と
な
っ
て

今
回
の
祝
賀
を
企
画
し
た
氏

今
回
の
祝
賀
を
企
画
し
た
氏

子
会
の
総
代
が
２
月
に
他
界

子
会
の
総
代
が
２
月
に
他
界

し
た
後
を
引
き
継
い
だ
奥
野

し
た
後
を
引
き
継
い
だ
奥
野

哲
男
副
総
代
（

哲
男
副
総
代
（
8080
）
は
「
こ

）
は
「
こ

の
神
社
が
〝
逗
子
の
緑
の
オ

の
神
社
が
〝
逗
子
の
緑
の
オ

ア
シ
ス
〞
と
し
て
地
域
に
よ

ア
シ
ス
〞
と
し
て
地
域
に
よ

り
深
く
根
付
く
よ
う
境
内
の

り
深
く
根
付
く
よ
う
境
内
の

植
樹
や
整
備
を
進
め
て
い

植
樹
や
整
備
を
進
め
て
い

く
。
次
の
百
年
に
向
け
氏
子

く
。
次
の
百
年
に
向
け
氏
子

会
も
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

会
も
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

込
み
を
語
っ
た
。

　

第

　

第
1515
代
応
仁
天
皇
を
祀
る

代
応
仁
天
皇
を
祀
る

同
宮
の
正
確
な
勧
請
の
時
期

同
宮
の
正
確
な
勧
請
の
時
期

は
不
明
な
が
ら
も
、
明
治
の

は
不
明
な
が
ら
も
、
明
治
の

神
仏
分
離
令
で
延
命
寺
の
管

神
仏
分
離
令
で
延
命
寺
の
管

理
か
ら
離
れ
、
１
８
７
３
年

理
か
ら
離
れ
、
１
８
７
３
年

に
正
式
に
逗
子
の
鎮
守
に
定

に
正
式
に
逗
子
の
鎮
守
に
定

め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
１
９
１
９
年
に
改
築
を

る
。
１
９
１
９
年
に
改
築
を

行
っ
た
社
殿
は
４
年
後
の
関

行
っ
た
社
殿
は
４
年
後
の
関

東
大
震
災
に
も
耐
え
、
百
年

東
大
震
災
に
も
耐
え
、
百
年

の
歴
史
を
重
ね
、
現
在
は
市

の
歴
史
を
重
ね
、
現
在
は
市

民
交
流
の
場
と
し
て
も
利
用

民
交
流
の
場
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

異
口
同
音
に
「
こ
こ
に
は
プ

異
口
同
音
に
「
こ
こ
に
は
プ

ラ
ス
パ
ワ
ー
が
溢
れ
て
い

ラ
ス
パ
ワ
ー
が
溢
れ
て
い

る
」「
ど
の
神
様
も
的
を
射
た

る
」「
ど
の
神
様
も
的
を
射
た

場
所
に
い
る
」と
言
わ
れ
ま

場
所
に
い
る
」と
言
わ
れ
ま

す
。
す
。

　

小
動
神
社
で
は
社
殿
も
祠

　

小
動
神
社
で
は
社
殿
も
祠

も
石
碑
も
そ
の
正
面
で
祈
る

も
石
碑
も
そ
の
正
面
で
祈
る

の
が
正
し
い
よ
う
で
す
。

の
が
正
し
い
よ
う
で
す
。

　

＊
古
代
の
町
の
パ
ワ
ー
ス

＊
古
代
の
町
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト

ポ
ッ
ト　

腰
越
は
、
鎌
倉
で

　

腰
越
は
、
鎌
倉
で

最
も
早
く
仏
教
が
伝
わ
っ
た

最
も
早
く
仏
教
が
伝
わ
っ
た

町
と
思
わ
れ
ま
す
。
奈
良
時

町
と
思
わ
れ
ま
す
。
奈
良
時

代
に
開
か
れ
た
と
い
う
満
福

代
に
開
か
れ
た
と
い
う
満
福

寺
と
宝
善
院
が
あ
り
、
隣
り

寺
と
宝
善
院
が
あ
り
、
隣
り

町
の
片
瀬
に
は
、
飛
鳥
時
代

町
の
片
瀬
に
は
、
飛
鳥
時
代

創
建
と
伝
え
る
本
蓮
寺
が
あ

創
建
と
伝
え
る
本
蓮
寺
が
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

腰
越
の
町
も
古
代
か
ら
宿

　

腰
越
の
町
も
古
代
か
ら
宿

場
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
鎌
倉

場
だ
っ
た
と
い
わ
れ
、
鎌
倉

時
代
に
は
奉
行
所
も
置
か

時
代
に
は
奉
行
所
も
置
か

れ
、
関
所
に
も
な
り
ま
し

れ
、
関
所
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
江
ノ
電
腰

た
。
そ
の
中
か
ら
江
ノ
電
腰

越
駅
に
近
い
諏
訪
神
社
と
義

越
駅
に
近
い
諏
訪
神
社
と
義

経
の
悲
劇
を
伝
え
る
満
福

経
の
悲
劇
を
伝
え
る
満
福

寺
、
交
通
の
難
所
と
し
て
知

寺
、
交
通
の
難
所
と
し
て
知

ら
れ
た
岬
に
立
つ
小
動
神
社

ら
れ
た
岬
に
立
つ
小
動
神
社

を
訪
ね
ま
し
た
。

を
訪
ね
ま
し
た
。

　

＊
変
化
す
る
諏
訪
神
社

＊
変
化
す
る
諏
訪
神
社　

諏
訪
神
社
の
歴
史
は
は
っ
き

諏
訪
神
社
の
歴
史
は
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
。
長
く
小
動
神

り
し
ま
せ
ん
。
長
く
小
動
神

社
に
合
祀
さ
れ
、
現
在
地
に

社
に
合
祀
さ
れ
、
現
在
地
に

建
て
ら
れ
た
の
は
平
成
６
年

建
て
ら
れ
た
の
は
平
成
６
年

で
す
。
社
殿
も
鳥
居
も
新
し

で
す
。
社
殿
も
鳥
居
も
新
し

く
、
年
を
経
た
も
の
は
一
本

く
、
年
を
経
た
も
の
は
一
本

の
榎
だ
け
で
す
。
境
内
は
陽

の
榎
だ
け
で
す
。
境
内
は
陽

を
浴
び
て
明
る
く
、
さ
っ
ぱ

を
浴
び
て
明
る
く
、
さ
っ
ぱ

　

武
田
薬
品
工
業
が
藤
沢
市

　

武
田
薬
品
工
業
が
藤
沢
市

村
岡
に
昨
年
４
月
開
所
し
た

村
岡
に
昨
年
４
月
開
所
し
た

「
湘
南
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ

「
湘
南
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
パ
ー
ク
」（
湘
南
ア
イ

ョ
ン
パ
ー
ク
」（
湘
南
ア
イ

パ
ー
ク
）
の
１
周
年
記
念
フ

パ
ー
ク
）
の
１
周
年
記
念
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
５
月

ォ
ー
ラ
ム
が
５
月
1515
日
開
か

日
開
か

れ
、
開
設
に
関
わ
っ
た
武
田

れ
、
開
設
に
関
わ
っ
た
武
田

薬
品
前
社
長
で
相
談
役
の
長

薬
品
前
社
長
で
相
談
役
の
長

谷
川
閑
史
氏
、
湘
南
ヘ
ル
ス

谷
川
閑
史
氏
、
湘
南
ヘ
ル
ス

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
ジ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
ジ

ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
藤
本

ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
藤
本

利
夫
氏
ら
が
講
演
し
た
。

利
夫
氏
ら
が
講
演
し
た
。

　

敷
地
面
積
約

　

敷
地
面
積
約
2222
万
㎡
に
建

万
㎡
に
建

て
ら
れ
た
建
物
は
鉄
骨
造
地

て
ら
れ
た
建
物
は
鉄
骨
造
地

上
1010
階
建
て
、
延
床
面
積
約

階
建
て
、
延
床
面
積
約

3030
万
８
千
㎡
で
、
バ
イ
オ
ベ

万
８
千
㎡
で
、
バ
イ
オ
ベ

　

端
午
の
節
句
の
５
月
５
日
鎌
倉
宮
で
小
笠
原

　

端
午
の
節
句
の
５
月
５
日
鎌
倉
宮
で
小
笠
原

流
鎌
倉
古
式
弓
道
保
存
会
に
よ
る

流
鎌
倉
古
式
弓
道
保
存
会
に
よ
る
草く

さ
く
さ

鹿じ
し
じ
し

神
事
が

神
事
が

行
わ
れ
た

行
わ
れ
た
＝
写
真
は
松
原
省
吾
撮
影

＝
写
真
は
松
原
省
吾
撮
影
。

　

源
頼
朝
が
富
士
の

　

源
頼
朝
が
富
士
の
巻ま

き
ま
き

狩が
り
が
り

を
催
し
た
際
に
草
を

を
催
し
た
際
に
草
を

束
ね
て
鹿
の
形
を
作
り（
鹿
型
の
的
）、稽
古
し

束
ね
て
鹿
の
形
を
作
り（
鹿
型
の
的
）、稽
古
し

た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
同
宮
で
昭
和
初

た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
同
宮
で
昭
和
初

期
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

期
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

　

直
垂
、水
干
、烏
帽
子
の
２
組（
４
人
一
組
）の

　

直
垂
、水
干
、烏
帽
子
の
２
組（
４
人
一
組
）の

射
手
が
的
に
向
か
っ
て
交
替
で
矢
を
射
り
、
勝

射
手
が
的
に
向
か
っ
て
交
替
で
矢
を
射
り
、
勝

敗
を
競
っ
た
が
、
こ
の
日
は
決
着
が
つ
か
ず
、

敗
を
競
っ
た
が
、
こ
の
日
は
決
着
が
つ
か
ず
、

引
き
分
け
に
な
っ
た
。

引
き
分
け
に
な
っ
た
。

　

射
手
と
的
奉
行
と
の
間
の

　

射
手
と
的
奉
行
と
の
間
の
候

そ
う
ろ
う
こ
と
ば

そ
う
ろ
う
こ
と
ば
詞
に
よ
る
問
答

に
よ
る
問
答

を
観
客
た
ち
が
楽
し
げ
に
見
守
っ
た
。

を
観
客
た
ち
が
楽
し
げ
に
見
守
っ
た
。

ン
チ
ャ
ー
か
ら
大
企
業

ン
チ
ャ
ー
か
ら
大
企
業

ま
で
ま
で
4040
以
上
の
企
業
や

以
上
の
企
業
や

団
体
が
入
居
し
、
１
５

団
体
が
入
居
し
、
１
５

０
０
人
以
上
が
勤
務
し

０
０
人
以
上
が
勤
務
し

て
い
る
。

て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
今

後
、
日
本
の
産
官
学
の

後
、
日
本
の
産
官
学
の

総
意
を
結
集
し
て
世
界

総
意
を
結
集
し
て
世
界

有
数
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

有
数
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

プ
と
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

『
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
』
と
し

『
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
』
と
し

て
ア
イ
パ
ー
ク
を
創
り
上

て
ア
イ
パ
ー
ク
を
創
り
上

げ
、
湘
南
を
世
界
に
誇
る
ヘ

げ
、
湘
南
を
世
界
に
誇
る
ヘ

ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠

ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
拠

点
に
し
て
い
く
こ
と
が
提
言

点
に
し
て
い
く
こ
と
が
提
言

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
に
「
村

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
前
に
「
村

岡
・
深
沢
地
区
の
ヘ
ル
ス
イ

岡
・
深
沢
地
区
の
ヘ
ル
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
最
先
端
拠
点

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
最
先
端
拠
点

形
成
等
に
係
る

形
成
等
に
係
る 

連
携
・
協

連
携
・
協

力
に
関
す
る
覚
書
」
が
神
奈

力
に
関
す
る
覚
書
」
が
神
奈

川
県
、
藤
沢
市
、
鎌
倉
市
、

川
県
、
藤
沢
市
、
鎌
倉
市
、

武
田
薬
品
工
業
、

武
田
薬
品
工
業
、 
湘
南
鎌
倉

湘
南
鎌
倉

総
合
病
院
の
５
者
で
締
結
さ

総
合
病
院
の
５
者
で
締
結
さ

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

未
病
を
改
善
す
る
た
め
に

　

未
病
を
改
善
す
る
た
め
に

最
先
端
医
療
・
技
術
を
活
用

最
先
端
医
療
・
技
術
を
活
用

す
る
政
策
を
推
進
す
る
神
奈

す
る
政
策
を
推
進
す
る
神
奈

川
県
の
黒
岩
祐
治
知
事
は
、

川
県
の
黒
岩
祐
治
知
事
は
、

ア
イ
パ
ー
ク
が
川
崎
の
殿
町

ア
イ
パ
ー
ク
が
川
崎
の
殿
町

地
区
に
次
ぐ
研
究
開
発
の
第

地
区
に
次
ぐ
研
究
開
発
の
第

２
の
拠
点
と
し
て
育
っ
て
き

２
の
拠
点
と
し
て
育
っ
て
き

た
こ
と
に
ふ
れ
、「
非
常
に

た
こ
と
に
ふ
れ
、「
非
常
に

感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
」
と

感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。

述
べ
た
。

　

好
天
の
５
月

　

好
天
の
５
月
1919
日
第
日
第
1616
回

大
船
ま
つ
り
が
大
船
駅
東
口

大
船
ま
つ
り
が
大
船
駅
東
口

周
辺
で
開
か
れ
、
多
く
の
人

周
辺
で
開
か
れ
、
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

地
元
の
商
店
会
や
警
察
・

　

地
元
の
商
店
会
や
警
察
・

消
防
、
小
学
校
や
大
学
、
Ｊ

消
防
、
小
学
校
や
大
学
、
Ｊ

Ｒ
、
銀
行
、
自
治
会
な
ど
の

Ｒ
、
銀
行
、
自
治
会
な
ど
の

協
力
で
行
っ
て
い
る
祭
で
、

協
力
で
行
っ
て
い
る
祭
で
、

恒
例
の
パ
レ
ー
ド
に
は
約
１

恒
例
の
パ
レ
ー
ド
に
は
約
１

５
０
人
が
参
加
。
映
画
の
松

５
０
人
が
参
加
。
映
画
の
松

竹
撮
影
所
が
あ
っ
た
大
船
に

竹
撮
影
所
が
あ
っ
た
大
船
に

ち
な
ん
だ
仮
装
パ
レ
ー
ド
に

ち
な
ん
だ
仮
装
パ
レ
ー
ド
に

は
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

は
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

寅
さ
ん
や
「
ス
タ
ー
ウ
ォ

寅
さ
ん
や
「
ス
タ
ー
ウ
ォ

ー
ズ
」「
美
女
と
野
獣
」

ー
ズ
」「
美
女
と
野
獣
」

の
登
場
人
物
ほ
か
、「
ボ

の
登
場
人
物
ほ
か
、「
ボ

ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ

ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ

ィ
」
の
フ
レ
デ
ィ
・
マ
ー

ィ
」
の
フ
レ
デ
ィ
・
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
の
モ
ノ
ま
ね
を

キ
ュ
リ
ー
の
モ
ノ
ま
ね
を

す
る
芸
人
ス
ベ
リ
ー
・
マ

す
る
芸
人
ス
ベ
リ
ー
・
マ

ー
キ
ュ
リ
ー
さ
ん
も
参
加

ー
キ
ュ
リ
ー
さ
ん
も
参
加

し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
会

し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
会

場
で
も
観
衆
を
沸
か
せ
た
。

場
で
も
観
衆
を
沸
か
せ
た
。

前
回
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

前
回
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
協
力
で
車
イ
ス
利
用
者

体
の
協
力
で
車
イ
ス
利
用
者

も
パ
レ
ー
ド
に
参
加
で
き
る

も
パ
レ
ー
ド
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
当
日
は
ア
フ

よ
う
に
な
り
、
当
日
は
ア
フ

ロ
ヘ
ア
ー
の
カ
ツ
ラ
で
登
場

ロ
ヘ
ア
ー
の
カ
ツ
ラ
で
登
場

＝
写
真
は
実
行
委
提
供

＝
写
真
は
実
行
委
提
供
。

　

各
所
で
和
太
鼓
や
吹
奏

　

各
所
で
和
太
鼓
や
吹
奏

楽
、
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

楽
、
カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
な
ど
の
ラ
イ
ブ
、
ダ
ン

ッ
ク
な
ど
の
ラ
イ
ブ
、
ダ
ン

ス
、
消
防
は
し
ご
車
体
験
、

ス
、
消
防
は
し
ご
車
体
験
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が

行
わ
れ
、
通
り
の
両
側
に
は

行
わ
れ
、
通
り
の
両
側
に
は

東
北
支
援
の
「
浪
江
焼
き
そ

東
北
支
援
の
「
浪
江
焼
き
そ

ば
」
や
焼
き
鳥
、
子
供
向
け

ば
」
や
焼
き
鳥
、
子
供
向
け

の
ゲ
ー
ム
や
各
種
模
擬
店
が

の
ゲ
ー
ム
や
各
種
模
擬
店
が

並
び
、
親
子
連
れ
な
ど
多
く

並
び
、
親
子
連
れ
な
ど
多
く

の
人
が
休
日
の
一
日
を
楽
し

の
人
が
休
日
の
一
日
を
楽
し

ん
だ
。

ん
だ
。

　

大
正
時
代
の
社
殿
改
築
か

　

大
正
時
代
の
社
殿
改
築
か

ら
百
年
を
迎
え
た
逗
子
市
の

ら
百
年
を
迎
え
た
逗
子
市
の

亀か
め
か
め

岡が
お
か

が
お
か

八
幡
宮
の
祝
賀
の
記

八
幡
宮
の
祝
賀
の
記

念
行
事
が
５
月

念
行
事
が
５
月
1111
日
に
行
わ

日
に
行
わ

れ
に
ぎ
わ
っ
た

れ
に
ぎ
わ
っ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

同
宮
囃
子
保
存
会
の
お
囃

　

同
宮
囃
子
保
存
会
の
お
囃

子
が
境
内
に
響
き
わ
た
り
、

子
が
境
内
に
響
き
わ
た
り
、

参
拝
客
に
鏡
開
き
の
祝
酒
が

参
拝
客
に
鏡
開
き
の
祝
酒
が

振
る
舞
わ
れ
た
。
普
段
は
閉

振
る
舞
わ
れ
た
。
普
段
は
閉

じ
て
い
る
社
殿
の
扉
が
開
か

じ
て
い
る
社
殿
の
扉
が
開
か

れ
、
唐
破
風
・
本
漆
塗
り

れ
、
唐
破
風
・
本
漆
塗
り

の
神
輿
が
飾
ら
れ
た
。「

の
神
輿
が
飾
ら
れ
た
。「
亀か

め
か
め

神じ
ん
じ
ん

」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る

」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る

同
宮
神
輿
会
は
「
１
９
３
７

同
宮
神
輿
会
は
「
１
９
３
７

年
に
奉
納
さ
れ
た
神
輿
が
社

年
に
奉
納
さ
れ
た
神
輿
が
社

殿
に
鎮
座
す
る
の
は
初
め
て

殿
に
鎮
座
す
る
の
は
初
め
て

で
歴
史
的
な
日
」
と
感
慨
を

で
歴
史
的
な
日
」
と
感
慨
を

深
め
た
。

深
め
た
。

　

同
神
社
の
由
緒
を
題
材
に

　

同
神
社
の
由
緒
を
題
材
に

し
た
紙
芝
居
や
歴
史
解
説
、

し
た
紙
芝
居
や
歴
史
解
説
、

地
元
出
身
バ
ン
ド
の
演
奏
、

地
元
出
身
バ
ン
ド
の
演
奏
、

歴
史
が
伝
わ
る
写
真
の
展
示

歴
史
が
伝
わ
る
写
真
の
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
、
同
宮
と
縁

な
ど
が
行
わ
れ
、
同
宮
と
縁

り
し
て
い
ま
す
。

り
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
霊
感
鋭
い
大
根
会

　

し
か
し
霊
感
鋭
い
大
根
会

の
人
た
ち
に
は
意
外
な
神
社

の
人
た
ち
に
は
意
外
な
神
社

で
し
た
。
境
内
に
入
っ
た
途

で
し
た
。
境
内
に
入
っ
た
途

端
、
空
気
が
冷
た
い
と
言
い

端
、
空
気
が
冷
た
い
と
言
い

始
め
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の

始
め
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の

大
根
師
も
頭
が
痛
い
と
い
っ

大
根
師
も
頭
が
痛
い
と
い
っ

て
憂
鬱
そ
う
で
す
。
み
ん
な

て
憂
鬱
そ
う
で
す
。
み
ん
な

の
お
参
り
が
済
む
と
、
様
子

の
お
参
り
が
済
む
と
、
様
子

が
変
わ
り
ま
し
た
。
社
殿
の

が
変
わ
り
ま
し
た
。
社
殿
の

左
手
前
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

左
手
前
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

　

さ
ら
に
榎
の
古
木
に
強
い

　

さ
ら
に
榎
の
古
木
に
強
い

ポ
イ
ン
ト
が
見
つ
か
る
と
幹

ポ
イ
ン
ト
が
見
つ
か
る
と
幹

に
群
が
り
ま
し
た
。
背
中
が

に
群
が
り
ま
し
た
。
背
中
が

温
か
く
な
る
と
い
う
人
、
前

温
か
く
な
る
と
い
う
人
、
前

に
引
っ
張
ら
れ
る
と
い
う
人

に
引
っ
張
ら
れ
る
と
い
う
人

…
。
…
。
4040
代
と
代
と
7070
代
の
女
性
は

代
の
女
性
は

上
着
を
一
枚
脱
ぐ
ほ
ど
の

上
着
を
一
枚
脱
ぐ
ほ
ど
の

反
応
。「
悩
み
が
あ
っ
た
ら

反
応
。「
悩
み
が
あ
っ
た
ら

幹
に
触
れ
て
訴
え
る
と
い
い

幹
に
触
れ
て
訴
え
る
と
い
い

よ
」
と
大
根
師
の
弁
。
こ
う

よ
」
と
大
根
師
の
弁
。
こ
う

し
た
変
化
が
ど
こ
か
ら
来
る

し
た
変
化
が
ど
こ
か
ら
来
る

の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
が
、

の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
が
、

ス
ポ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ス
ポ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

刻
々
変
わ
る
こ
と
は
こ
の
目

刻
々
変
わ
る
こ
と
は
こ
の
目

で
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。

で
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

＊
森
し
た
の
路
地

＊
森
し
た
の
路
地　

諏
訪

　

諏
訪

神
社
の
裏
に
回
る
と
道
端
に

神
社
の
裏
に
回
る
と
道
端
に

小
さ
な
横
穴
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
横
穴
が
あ
り
ま
す
。

中
に
庚
申
塔
と
道
祖
神
塔
が

中
に
庚
申
塔
と
道
祖
神
塔
が

並
ん
で
い
ま
す
。「
森
し
た
の

並
ん
で
い
ま
す
。「
森
し
た
の

庚
申
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

庚
申
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。「
森
し
た
」は
森
の
下
。

す
。「
森
し
た
」は
森
の
下
。

昔
、こ
の
辺
り
は
森
だ
っ
た

昔
、こ
の
辺
り
は
森
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
神
社

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
神
社

の
そ
の
榎
は
生
き
残
り
で
古

の
そ
の
榎
は
生
き
残
り
で
古

木
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
こ
に

木
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
こ
に

源
が
あ
り
そ
う
で
す
。
庚
申

源
が
あ
り
そ
う
で
す
。
庚
申

の
神
は
髪
を
逆
立
て
た
青
面

の
神
は
髪
を
逆
立
て
た
青
面

金
剛
、
道
祖
神
は
冠
を
被
り

金
剛
、
道
祖
神
は
冠
を
被
り

笏
を
持
っ
て
い
ま
す
。

笏
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

7070
代
の
女
性
は
庚
申
様
に

代
の
女
性
は
庚
申
様
に

力
を
感
じ
、
別
の
方
は
道
祖

力
を
感
じ
、
別
の
方
は
道
祖

神
に
力
を
感
じ
る
と
教
え
て

神
に
力
を
感
じ
る
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
近
く
に
は
屋

く
れ
ま
し
た
。
近
く
に
は
屋

敷
墓
も
あ
り
ま
す
。
墓
石
に

敷
墓
も
あ
り
ま
す
。
墓
石
に

は
「
当
所
無
縁
供
養
塔
」
の

は
「
当
所
無
縁
供
養
塔
」
の

文
字
や
金
井
、
金
子
な
ど
の

文
字
や
金
井
、
金
子
な
ど
の

名
が
見
ら
れ
ま
す
。
地
霊
は

名
が
見
ら
れ
ま
す
。
地
霊
は

こ
の
一
角
に
漲
っ
て
い
る

こ
の
一
角
に
漲
っ
て
い
る

よ
う
で
、「
花
の
香
り
が
す

よ
う
で
、「
花
の
香
り
が
す

る
」「
空
気
が
さ
わ
や
か
」

る
」「
空
気
が
さ
わ
や
か
」

「
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
」
な
ど

「
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
」
な
ど

の
声
が
上
が
り
ま
す
。

の
声
が
上
が
り
ま
す
。

　

＊
脈
打
つ
満
福
寺
の
井
戸

＊
脈
打
つ
満
福
寺
の
井
戸

　

満
福
寺
は
、
頼
朝
と
対
立

　

満
福
寺
は
、
頼
朝
と
対
立

し
た
源
義
経
が
一
月
ほ
ど
足

し
た
源
義
経
が
一
月
ほ
ど
足

止
め
さ
れ
た
寺
で
す
。
義
経

止
め
さ
れ
た
寺
で
す
。
義
経

の
怨
霊
で
も
潜
ん
で
い
る
か

の
怨
霊
で
も
潜
ん
で
い
る
か

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

は
な
さ
そ
う
で
す
。
ス
ポ
ッ

は
な
さ
そ
う
で
す
。
ス
ポ
ッ

ト
は
、
本
堂
の
前
に
あ
る
賽

ト
は
、
本
堂
の
前
に
あ
る
賽

銭
箱
の
右
と
本
堂
裏
の
硯
池

銭
箱
の
右
と
本
堂
裏
の
硯
池

（
義
経
手
洗
い
井
戸
）
の
二

（
義
経
手
洗
い
井
戸
）
の
二

か
所
で
、
パ
ワ
ー
が
あ
る
の

か
所
で
、
パ
ワ
ー
が
あ
る
の

は
硯
池
の
よ
う
で
す
。

は
硯
池
の
よ
う
で
す
。

　

池
に
手
を
か
ざ
す
や
否

　

池
に
手
を
か
ざ
す
や
否

や
、
腕
を
反
射
的
に
上
下
さ

や
、
腕
を
反
射
的
に
上
下
さ

せ
る
人
が
い
ま
し
た
。
心
臓

せ
る
人
が
い
ま
し
た
。
心
臓

が
高
鳴
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

が
高
鳴
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

身
体
を
駆
け
巡
る
感
じ
だ
そ

身
体
を
駆
け
巡
る
感
じ
だ
そ

う
で
す
。
悠
久
の
昔
か
ら
腰

う
で
す
。
悠
久
の
昔
か
ら
腰

越
の
命
を
育
ん
で
き
た
水
の

越
の
命
を
育
ん
で
き
た
水
の

霊
力
で
し
ょ
う
か
。

霊
力
で
し
ょ
う
か
。

　

＊
的
を
射
た
小
動
の
神
々

＊
的
を
射
た
小
動
の
神
々

　

古
代
の
東
海
道
は
、
小
動

　

古
代
の
東
海
道
は
、
小
動

岬
の
波
打
ち
際
を
通
っ
て
い

岬
の
波
打
ち
際
を
通
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
荒
波
に
命
を

た
よ
う
で
す
。
荒
波
に
命
を

落
と
す
人
も
い
た
で
し
ょ

落
と
す
人
も
い
た
で
し
ょ

う
。
我
子
を
失
っ
て
や
っ
と

う
。
我
子
を
失
っ
て
や
っ
と

難
所
を
越
え
た
こ
と
か
ら

難
所
を
越
え
た
こ
と
か
ら

「
子
死
越
え
」
な
ど
と
い
う

「
子
死
越
え
」
な
ど
と
い
う

地
名
説
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

地
名
説
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
小
動
神
社
の
祭
神
は
疫

た
め
小
動
神
社
の
祭
神
は
疫

病
・
厄
除
け
の
牛
頭
天
王

病
・
厄
除
け
の
牛
頭
天
王

で
、
境
内
に
は
大
漁
、
海
運

で
、
境
内
に
は
大
漁
、
海
運

安
全
祈
願
の
神
々
が
祭
ら
れ

安
全
祈
願
の
神
々
が
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。
竜
王
海
神
、
水

て
い
ま
す
。
竜
王
海
神
、
水

神
、
神
、
国く

に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

常
立
尊

常
立
尊
、
稲
荷
、
金

、
稲
荷
、
金

刀
比
羅
、
第
六
天
な
ど
さ
ま

刀
比
羅
、
第
六
天
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

ざ
ま
で
す
。

　

会
の
皆
さ
ん
も
大
根
師
と

　

会
の
皆
さ
ん
も
大
根
師
と

諏訪神社の榎に諏訪神社の榎に
集まる人たち集まる人たち

小動神社小動神社

満福寺の義経公手洗井戸満福寺の義経公手洗井戸

仮
装
パ
レ
ー
ド
や
ラ
イ
ブ

仮
装
パ
レ
ー
ド
や
ラ
イ
ブ

古式ゆかしく草鹿古式ゆかしく草鹿

湘
南
ア
イ
パ
ー
ク
開
設
１
周
年

湘
南
ア
イ
パ
ー
ク
開
設
１
周
年

お
お
に
ぎ
わ
い
の
大
船
ま
つ
り

お
お
に
ぎ
わ
い
の
大
船
ま
つ
り

医
療
・
健
康
分
野
の
連
携
で
覚
書
締
結

医
療
・
健
康
分
野
の
連
携
で
覚
書
締
結

逗
子
・
亀
岡
八
幡
宮

逗
子
・
亀
岡
八
幡
宮

社
殿
改
築
百
年

社
殿
改
築
百
年

盛
大
に
祝
賀

盛
大
に
祝
賀

大
貫
昭
彦

大
貫
昭
彦 2525

腰
越
の
パ
ワ
ー
地
図

腰
越
の
パ
ワ
ー
地
図

２０１９年（令和元年）６月１日 第483号 1部　108円 （２）


